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論 文 内 容 の 要 旨
Burr and Burr により必須脂酸の名称が呼称されて以来, その栄養学的意義が漸次明らかにされ, 壁
化学的な研究も進展するにつれ, コレステリン, 燐脂質等複合脂質の代謝との関係, 酵素系で の活性 因




まず母血清については妊娠中期, とくに末期ではリノール酸, アラキ ドン酸が非妊時に比し増量してお
り, 乳剤負荷により両者とも増量した｡ 高脂肪食投与後乳剤負荷により一層この傾向が著明となり, とく
に妊娠末期におけるアラキ ドン酸の増量は大きい｡ 晩期妊娠中毒症では正常妊娠時に比しリノール酸量は
多 く, アラキ ドン酸量は少ない｡ しかも脂質負荷により両者ともその増加率は低 く, とくにアラキ ドン酸
の増加は少ない｡ 紡毛組織においてはリノ- ル酸, アラキ ドン酸ともに妊娠中期においてもっとも含量多
く, 脂質負荷により両脂酸とも増量し, とくに末期におけるアラキ ドン酸量の増加が著明であった｡ 高脂
肪食投与後乳剤を負荷するとこの傾向は一層著明となった｡ しかし晩期妊娠中毒症においては, 正常妊娠
末期に比しとくにアラキ ドン酸の増加率は低 くなっている｡ 牌帯静脈血血清ではリノール酸, アラキ ドン
酸ともに中期より末期において増量しており, リノール酸, アラキ ドン酸分画の比率をみると,妊娠中期,
末期とも母血では6 : 1であるのに対し, 麟帯血では 3 : 1 と, アラキ ドン酸の占める比率がほぼ 2倍と
なっている｡ 脂質負荷により両分画とも増量するが, 母血清, 紡毛組織における増加率にくらべると小さ
い｡ 胎児肝ではリノール酸, アラキ ドン酸ともに妊娠中期においてその含量がもっとも多い｡ しか も母
血, 紙毛組織, 隣帯血ではリノール酸分画の含有比率がもっとも大きいのに, 胎児肝ではアラキ ドン酸の
比率がもっとも大となっている｡ 高脂肪食投与後乳剤負荷により, 両分画とも増加の傾向を示している｡
リノレン酸分画については虻, 非柾問, 妊娠時期, 脂質負荷により著差は認められなかった｡
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以上妊娠時に_は母血, 胎児とも大量の必須脂酸を保有しており, しかも負荷脂質中のリノール酸は母体
肝および歓毛組織内において, より効率の高いアラキ ドン酸へ活発に転化されている｡ さらに紡毛組織で
は脂質負荷により大量の必須脂酸を貯蔵し, 必要に応ざて胎児- 送り出しているものと推定される｡ 麟帯
血では母血に比してリノール酸に対するアラキ ドン酸の含有比率が約 2倍であり, 胎児肝では必須脂酸中
アラキ ドン酸の含有量がもっとも多いが, この事実は必須脂酸なかんずくアラキ ドン酸の胎児における栄
養学的意義の重要性を示しているものと考えられる｡ 妊娠中毒症の場合アラキ ドン酸の保有量は少なく,




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本邦妊婦について必須脂酸代謝について究明したのである｡ 妊婦では血清 中 において妊娠時期を迫って
リノール酸, 特にアラキ ドン酸は増量する｡ 放毛組織においてほぼ同様の傾向を示し, 勝帯静脈血でも母
血, リノール酸 : アラキ ドン酸, 6 '. 1であるのに対しそれが 3 : 1 となっている｡ 胎児肝ではリノ- ル
酸に比してアラキ ドン酸の比率が著明に増量している｡
以上の傾向は必須脂酸に富む脂肪を与える限り, 正常妊娠時ではさらに顕著となるが, しかるに晩期妊
娠中毒症においてはリノール酸, アラキ ドン酸の比率からみて正常妊娠末期に比しアラキ ドン酸のそれは
明らかに低下しており, 特に胎児肝臓におけるそれの含量は低下していた｡ しかもこの際生下時胎児の小
なることもあわせみている｡ すなわち妊婦に与える脂質特にに必須脂酸の栄養学的意義を母体のみならず
胎児発育の面からも追求し, 妊娠中毒症時胎児発育不全の一因として具体的に必須脂酸中アラキ ドン酸の
不足を指摘したのである0
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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